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明
治
維
新
か
ら
今
日
ま
で

の
歴
史
を
、
二
つ
の
新
機

軸
と
と
ら
え
て
い
る
。
町
長
の
時

代
考
証
を
問
う
。

愛
知
高
校
、
愛
知
高
等
養

護
学
校
と
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
見
識
を
問
う
。

愛
知
高
校
・
高
等
養
護
学

校
の
「
魅
力
化
づ
く
り
」

に
行
政
と
し
て
の
支
援
を
求
め
る
。

安
倍
・
菅
政
治
を
「
世
界

に
誇
れ
る
自
由
で
民
主
的

な
国
を
つ
く
る
」
視
点
か
ら
「
第

３
の
新
機
軸
」
を
規
定
さ
れ
て
い

る
の
か
。

防
災
無
線
放
送
は
、
緊
急

を
要
し
た
時
が
基
本
。
議

会
で
の
説
明
と
協
議
も
さ
れ
な
い

中
で
「
庁
舎
の
集
約
化
」
の
説
明

を
防
災
無
線
で
さ
れ
た
こ
と
は
地

位
利
用
、「
私
物
化
」
で
は
な
い

の
か
。

彦
愛
犬
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
「
彦
根
ピ
ー
ス
フ
ェ

ス
タ
」
へ
の
後
援
を
、
町
長
就
任

を
機
に
取
り
止
め
た
理
由
は
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
観
点

に
お
い
て
、
愛
知
高
等
学
校
と
愛

知
高
等
養
護
学
校
の
存
在
は
重
要

で
あ
る
。

　

町
内
を
高
校
生
が
行
き
交
う
こ

と
で
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
な
が

る
。

　

生
徒
が
、
町
内
の
団
体
や
住
民

と
交
流
す
る
こ
と
で
地
域
の
活
性

化
が
図
れ
る
。

　

新
し
い
生
活
様
式
へ
の
対
応

を
、
小
中
学
校
・
高
校
・
社
会
の

連
続
性
の
な
か
で
捉
え
、
持
続
可

能
な
形
で
実
施
す
る
魅
力
化
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

高
校
で
は「
地
域
共
学
」
の
精

　

経
済
対
策
、
感
染
予
防
措
置
な

ど
の
対
策
や
、
愛
知
中
学
校
の
増

築
工
事
な
ど
の
町
政
報
告
を
し
て

い
る
。

　

公
共
施
設
の
集
約
化
は
、
住
民

へ
の
一
層
の
周
知
の
指
摘
が
あ

り
、
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら
答

申
を
受
け
、
今
後
町
と
し
て
の
方

針
案
を
ま
と
め
る
こ
と
を
伝
え

た
。

　

明
治
維
新
か
ら
太
平
洋
戦
争
終

結
ま
で
の
期
間
を「
民
主
主
義
の

創
成
期
」
と
し
て
第
１
の
新
機
軸

と
し
、
戦
後
日
本
国
憲
法
の
施
行

に
よ
り
参
政
権
が
拡
大
し
、
民
主

主
義
が
広
く
行
き
渡
り
、
豊
か
な

国
と
な
っ
た「
民
主
主
義
の
成
熟

期
」を
第
２
の
新
機
軸
と
考
え
る
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
割
合
が
低
下

し
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
を
抜
本
的

に
見
直
さ
な
け
れ
ば
立
ち
行
か
な

い
時
代
に
直
面
し
て
い
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が

進
展
す
る
な
か
で
、
基
礎
自
治
体

が
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
新
た
な
時
代

を（
第
３
の
）
新
機
軸
と
捉
え
た
。

　

安
倍
・
菅
政
権
の
も
と
推
し
進

め
ら
れ
て
い
る
地
方
創
生
に
よ
っ

て
、
大
き
く
進
め
ら
れ
た
地
方

分
権
社
会
の
も
と
、
新
た
な
時
代

を
創
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え

る
。

　

世
界
平
和
や
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
願
う
気
持
ち
は
万
人
共
通
の

思
い
だ
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の

手
法
や
考
え
方
は
さ
ま
ざ
ま
に
意

見
が
分
か
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
踏

ま
え
て
、
町
と
し
て
後
援
を
行
わ

な
か
っ
た
。
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全
て
の
世
代
が
参
画
意
識
を

持
っ
て
、
活
力
あ
る
町
を
作
り
上

げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
問
題

意
識
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
主
に
、
次

の
５
つ
の
政
策
分
野
で
成
果
を
出

し
て
き
た
も
の
と
考
え
て
い
る
。

①
自
治
会
の
活
性
化

（
ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
導
入
）

②
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
加
速
化

（
国
道
８
号
の
渋
滞
緩
和
策
な
ど
）

③
教
育
の
充
実

（
愛
知
中
学
校
の
更
新
な
ど
）

④
住
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
の

保
護
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り
組

み（
通
学
路
の
交
通
安
全
対
策
・
愛

知
川
の
氾
濫
防
止
な
ど
）

⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

（
国
の
定
額
給
付
金
へ
の
１
万
円

の
上
乗
せ
ほ
か
）

（
町
長
）

答 町
長
の
自
己
評
価
に
つ
い
て

愛
知
高
校
と
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

第
３
の
新
機
軸
の
規
定
は

防
災
無
線
の
利
用
は
、地

位
利
用
、「
私
物
化
」で
は

な
い
か

彦
根
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
へ

の
後
援
を
取
り
や
め
た
理

由
は

町
長
の
時
代
考
証
と
政
治

姿
勢
に
つ
い
て

高
校
の
魅
力
化
づ
く
り
と

行
政
支
援
を
問
う

今
後
の
重
点
施
策
に
つ
い
て

重
点
施
策
の
達
成
に
向
け
て

町
長
就
任
以
来
、
３
年
近

く
が
経
過
し
て
い
る
。
現

時
点
で
の
町
長
自
身
の
自
己
評
価

を
問
う
。今

日
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
が
あ
っ
た
と
思
う

が
、
議
会
と
の
情
報
共
有
は
十
分

町
民
の
方
々
に
と
っ
て
関

心
の
高
い
案
件
も
多
く
あ

る
が
、町
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が「
伝

わ
り
に
く
い
」「
伝
わ
っ
て
こ
な

い
」と
の
声
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

町
民
の
場
に
出
向
き
、
わ
か
り
や

す
く
町
長
の
考
え
を
伝
え
る
べ
き

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

現
在
ま
で
の
自
己
評
価
を

踏
ま
え
て
、
今
後
、
重
点

と
し
て
取
り
組
む
施
策
を
伺
う
。

職
員
と
の
関
係
構
築
は
ど

の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る

か
。

重
点
施
策
の
達
成
に
向

け
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
。

　

日
頃
か
ら
各
課
に
出
向
き
、
職

員
に
話
し
か
け
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。

①
議
会
へ
の
丁
寧
な
説
明
、
情
報

共
有
。

②
町
民
の
皆
様
に
は
、
着
実
な
施

策
の
実
行
、
情
報
提
供
、
対
話
等
、

信
頼
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
の
構
築

を
と
も
に
進
め
る
。

③
職
員
と
の
信
頼
関
係
の
強
化
に

よ
る
さ
ら
に
効
果
的
、
効
率
的
な

施
策
の
推
進
。

　

以
上
、
町
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
、
各
種
施
策
を
強
力
に

進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

過
去
の
経
緯
等
に
と
ら
わ
れ
な

い
攻
め
の
町
政
を
実
現
し
て
い

く
。
公
共
施
設
の
集
約
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
、
空
き
家

の
増
加
等
、
将
来
世
代
に
負
担
を

先
送
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

重
点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
教
育
お
よ
び
地
域
活

力
の
確
保
、
居
心
地
が
よ
く
歩
き

た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

　

定
例（
臨
時
）
全
員
協
議
会
で
の

報
告
・
共
有
を
通
し
、
町
行
政
の

諸
課
題
に
対
し
、
日
々
、
協
議
を

重
ね
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
特
に
、

重
要
な
案
件
に
つ
い
て
は
情
報
共

有
を
図
る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ

け
早
い
段
階
か
ら
提
案
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

　

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
町
民

の
方
々
と
の
対
話
の
機
会
が
少
な

く
な
り
、
町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
と
な

っ
て
い
る
。
町
民
の
方
々
と
、
直

接
、
対
話
す
る
機
会
は
重
要
で
あ

る
の
で
、
感
染
症
対
策
を
し
つ
つ
、

住
民
が
集
う
場
に
出
向
き
、
対
話
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竹中　秀夫竹中　秀夫 議員議員

現在までの町長の自己評価を問うQ

今後の愛荘町を
見据えて

問題意識をもって、さまざまな政策に取り
組んだ

A

町民との対話風景

町長の地位利用「私物化」では
ないのか

Q

防災無線での「庁舎の集約化」
放送

コロナ感染症対策などの町政報告も
行った

A

神
で
、
地
域
に
根
ざ
し
、
共
に
学

び
、
共
に
生
き
て
い
く
魅
力
化
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
愛
知
高
等
学
校

の
魅
力
化
の
取
り
組
み
を
応
援
し

て
い
く
。

で
あ
っ
た
か
。議
会
と
の
関
係
は
、

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

を
深
め
て
い
き
た
い
。


